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14:00 開会の辞 高橋 直之 大学院歯学独立研究科長















1(粉本歯大 ･総歯研 ･機能解析), 2(松本歯大 ･歯科矯正),
3(松本歯大 ･口腔生化)
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1(絵本歯大 ･歯科放射線), 2(松本歯大 ･歯科保存 Ⅰ),
3(松本歯大 ･歯科矯正)










































1(松本歯大 ･入門歯科医学), 2(松本歯大 ･歯科補綴)
【目的】
部分床義歯学実習では4倍大下顎小臼歯石膏模型を用いて,補綴的前処置を想定したレス トシー トお
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よびガイ ドプレー ンの形成を行っている.設計はRPIクラスプとし模型はニ ッシン社のC4-SW.
P.3N0.5を使用 してきた.しか し,この模型は義歯着脱方向が分か りにくく,ガイ ドプレーンの形
成立が少なくなる,レス トシー トの先端が判 りにくいなどの欠点があった.そこで我々は本実習の教育
U的をより明確に,より簡イ酎こするために新たに4倍大下顎′｣､臼歯石啓模型を製作することにした.
【方法】
新 しい模型を作るに当た り課題を設けた. 1.着脱方向を表示する. 2.RPIクラスプを設計 し易
くする. 3.唆合而 レス トの先端部を分か り易い形にする. 4.ガイ ドプレーンを設計 し易い形にす
る. 5.歯冠を高くしガイ ドプレーン,小過純子の形成をし易 くする. 6.模型の高さをC4-SW.




スプを設計 し易い下顎甜 則小円歯模型を作った.③続いて模型1馴 Uにできる舌側の鼓形空隙を′ト連結 で-
が形成 し易い形にした.①模型基底部は長方形の4隅を削 り管理 しやす くすると同Il封こ操作性を求め
た. 5そして製品化をl刈った.
イ山fl材料は普通7,7･,パラフィンワックス.インレーワックス,複印象材デュプリコーンであ り,模
























































93歳,女性.初診 :2009年4月.主訴 :上顎前歯部唇側歯肉部の腫脹.既往歴 :子宮筋腫.家族歴 :
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られなかった.
【結論】
円板前方転位によりJointefusionは有意に増加した.円板前方転位の復位,非復位との間にJoint
efusionの差は認められなかった.また,円板内側転位,骨変形および骨髄信号異常はJointefFusion
と関係を有きなかった.
円板外側転位とJointemlSionが関係を有する可能性が示唆された.
